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B-5) 脳動静脈奇形破裂による脳内出血 にて発

症 し多発性 神経帽豚 を呈L,+=TllreOtls

syn(iI･Omeの 1孤党例
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TtH.cotIssyndromeは脳腫塙とcolormlt(,llpolypOSiS

を合併する稀な遺伝性疾患である.今回我利 まAVM

を伴った TuTeOt'ssymdromeの1弧発例を経験 した

ので,報告する.症例は16才男性.家族歴に特記事項は

ない.14才時に AVM 破裂に伴う皮質下出血にて発症.

MR王にて右頭頂葉の皮質下出血の他に,左前頭葉およ

び左側頭葉の皮質から皮質下に TIWⅠで low,T2W王

で highを示す多発性病変を認めた.造影効果は認め

なかった,AVM に関しては摘出術とガンマナイフ治

療を施行した,foHow-upMRIにて多発性病変は漸次

拡大傾向を示したため,当科入院となった.入院時神経

学的に異常所見はなかったが,巌機を認めた.入院数日

後より下腹部痛を訴え,高熱と下痢を呈した,太腹

fibeT にて下行結腸か ら S 状結腸 に multiple

polyposisと canceTが認められ,結腸亜全摘術を施

行した.多発性脳内病変は定位的脳生検術の結果,

fibT皿aryastrocytoma と診断された.本症例 は

Brain Tumor-Po旦yposissyndrome書いわゆる

Turcot'ssyndTOmeと考えられた.本症例の如く,多

発性神経謬膿を生 じた Turcoも'ssyndTOmeで更に

AVM を合併した症例は未だ報告されておらず,文献

的考察も含めて報告する,

B-6) 精神症状で発症し,部分摘 出術 を行 った

髄膜腫の2例
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髄膜腫の治療成績は,画像診断や塞栓衝を含む手技の

発達により向上しているが,頭蓋底部や simusに接 し

たものは治療困難な例も多い.今回我々は無理な摘出を

行わず,術前認められた精神症状を改善せしめた2例を

経験したので報告する.症例1は開歳女性,平成7年9

月中旬より物忘れがひどくなり,会話しても返答しない

等の症状が出現し,同年10月当科に入院した.入院時意

識は JCS2,運動 ･知覚障害は認めなかった.改訂長

谷川式簡易知能sealeで7点であった,左 paTaSagitもal

meningiomaの診断にて手術を行い,腺癌を約70%摘

魂95

出した.一過性の右片蘇峰が出現したが改善し独歩退院

した.退院後痴呆症状は消朱した.症例2は48歳女性,

平成8年8月頃より視力低下,同年10月より頭痛を自覚,

またこの頃より無気力となり,だらしなく仕事をよく休

むようになった,平成9年2月当科に入院した.入院時

意識は JCS1,視力は左右とも 50cm 指数弁で,両

側視神経萎縮を認めた年運動 ･知覚障害はなかった.高

次脳機能検査にて精薄機能の脱抑別が 目立 った.

もubeTCuium sellaemeningiomaの診断にて手術を

行い,膿癌を約30%摘出した.術後視力の回復は認めら

れなかったが,高次脳機能検査で脱抑制的な言動は改善

し,独歩退院した.

B-7) Lymphoplasmacyte-rich meningioma

の2例
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Lymphopl(lSma(.)･tt､-rich (Ll~)R) meningioma

は1993年,WHOにより新たに分類された髄膜腫の亜

型であるが,報告例は少ない.通常の髄膜腫に比較 して

若年,女性,頭蓋底に好発する傾向が報告されているが,

いまだ不明な点が多い書今回小児に発生 した LPR

meningiomaの2例を報告する. 瞳 例1】7才女鳳

進行性の両側聴力低下にて発症.右感音性難聴,右顔面

知覚障害あり.MR王にて頭蓋底硬膜,右 Meekel's

cave札 右前頭葉,両側上顎洞に多発性腺療病変あり.

聴力障害に対し右内耳道減圧及び生検術施行.さらに両

側視力低下を併発したため,右視神経管減圧術施行.現

在頭蓋底病変に対し照射療法単である. E症例2】7才

女児.単純頭部外傷を期に,無症候性の右か脳テント上

蘭の隆起性病変を指摘され,腫療摘出術施行.病理組織

は,両者とも memingoもheliaIcomponentに著明な

リンパ球と形質細胞の浸潤が認められた.

B…8) 後頭蓋寓静脆洞内 を伸展した papillaTy

meni岬iomaの 1例
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目的 :静脈洞内を伸展した papillarymenin昏ioma

の1例を報告する.症例 :17才の男性,頭痛とめまい


